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薬
害
肝
炎
原
告

が
国
と
和
解
し

た
。「
全
被
害
者

の
一
律
救
済
」
を

求
め
て
た
た
か
っ
て
き
た
原

告
・
弁
護
団
や
世
論
が
政
府

を
動
か
し
、
よ
う
や
く
勝
ち

取
っ
た
成
果
で
は
な
い
か
。

　

厚
労
省
は
全
員
救
済
と
い

っ
て
い
る
が
、
カ
ル
テ
の
な

い
患
者
の
証
明
を
ど
う
す
る

の
か
や
、
法
律
の
適
用
範
囲

な
ど
の
問
題
点
も
残
る
。
消

え
た
年
金
の
よ
う
に
ご
ま
か

さ
れ
る
の
が
関
の
山
の
よ
う

な
気
が
す
る
が
、
福
田
内
閣

の
支
持
率
を
落
と
さ
な
い
た

め
の
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
か
、

次
期
解
散
総
選
挙
の
た
め
の

作
戦
か
分
か
ら
な
い
が
、
慎

重
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。

　

08
年
は
株
価
急
落
な
ど
市

場
の
大
混
乱
で
幕
を
開
け

た
。
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
ロ
ー
ン
の
破
た
ん
や
、

原
油
先
物
市
場
の
影
響
が
、

先
進
国
の
金
融
市
場
を
揺
る

が
せ
て
い
る
。
日
経
平
均
は

さ
ら
に
下
げ
始
め
、
こ
こ
ま

で
下
が
る
と
、
外
国
人
投
資

家
に
よ
る
日
本
政
治
の
先
行

き
の
不
安
感
が
要
素
の
一
つ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ガ
ソ
リ
ン
の
値
段
の
引
き

下
げ
よ
り
、
日
本
と
い
う
国

を
大
も
と
か
ら
救
済
し
な
い

と
世
の
中
は
良
く
な
ら
な
い
。

　

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
諮
問
に
基
づ
い
て
「
平
成

20
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
係

る
検
討
状
況
に
つ
い
て
（
現

時
点
の
骨
子
）」
を
１
月
18

日
、
取
り
ま
と
め
た
。

　

「
現
時
点
の
骨
子
」
は
、

２
０
０
６
年
改
定
方
針
を
そ

の
ま
ま
踏
襲
し
て
医
療
の
効

率
化
を
さ
ら
に
求
め
る
内
容

に
な
っ
た
。そ
の
た
め
、矢
継

ぎ
早
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
改

訂
・
新
設
さ
れ
、
新
し
い
治

療
体
系
や
指
導
管
理
体
系
が

い
き
な
り
４
月
か
ら
臨
床
現

場
に
押
し
付
け
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。特
に
、日
本
歯
科

医
学
会
に
よ
る
「
歯
科
疾
患

の
総
合
的
管
理
お
よ
び
高
齢

者
の
口
腔
機
能
評
価
に
係
る

基
本
的
考
え
方
」
に
基
づ
く

１
口
腔
単
位
の
管
理
の
方
向

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
患
者
や
病

態
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る

臨
床
現
場
か
ら
は
到
底
理
解

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
書
籍

も
会
員
の
み
の
販
売
で
す
。 　会員の先生には『大阪歯科保険

医新聞』『全国保険医新聞』を毎
月５・15・25日付で、『月刊保団
連』を毎月15日付で発行していま
す。新聞や引去り明細書などが正
しく届いていない場合は、協会・
事務局までご連絡ください。

郵送物確認について
新聞は月３回届いていますか

　

重
症
化
予
防
や
口
腔
管

理
、
在
宅
医
療
も
含
め
真
に

「
歯
科
医
療
の
充
実
に
つ
い

て
」
考
え
る
な
ら
、
患
者
や

疾
患
の
個
別
性
に
応
じ
た
出

来
高
払
い
を
基
本
に
、
日
々

進
化
す
る
技
術
に
対
す
る
評

価
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が

先
決
で
あ
る
。

　

小
池
晃
議
員
の
質
問
主
意

書
と
そ
れ
へ
の
政
府
の
回
答

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

20
年
間
、
ま
っ
た
く
点
数
が

変
わ
っ
て
な
い
技
術
等
が
73

項
目
も
あ
る
。こ
の
20
年
間
、

日
進
月
歩
し
て
き
た
基
本
的

歯
科
技
術
等
へ
の
適
正
評
価

を
放
置
し
続
け
て
き
た
こ
と

こ
そ
が
重
大
な
社
会
問
題
で

あ
り
、
今
次
改
定
で
早
急
に

改
善
す
べ
き
点
で
あ
る
。

　

煩
雑
化
さ
れ
た
歯
科
医
院

事
務
を
簡
素
化
し
、
不
当
な

低
点
数
を
引
き
上
げ
、
包
括

化
を
早
急
に
改
め
る
こ
と

が
、
真
の
患
者
利
益
に
つ
な

が
る
と
確
信
す
る
。

　

２
０
０
８
年
診
療
報
酬
改

定
に
あ
た
っ
て
、
協
会
は
以

下
の
こ
と
を
求
め
る
。

　

①
“
歯
科
疾
患
の
総
合
的

管
理
”
を
導
入
し
な
い
こ
と

②
“
患
者
の
合
意
”
を
医
学

管
理
料
等
の
算
定
要
件
に
し

な
い
こ
と
、
そ
も
そ
も
医
療

は
医
師
と
患
者
の
信
頼
と
合

意
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る

③
情
報
提
供
は
医
学
管
理
料

と
別
に
評
価
す
る
こ
と
④
長

期
間
据
え
置
か
れ
て
い
る
技

術
料
等
を
抜
本
的
に
引
き
上

げ
る
こ
と
⑤
不
当
な
包
括
を

止
め
出
来
高
払
い
で
基
本
的

技
術
料
を
評
価
す
る
こ
と
。

　

あ
わ
せ
て
公
聴
会
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
形
骸
化

し
な
い
よ
う
、
提
出
さ
れ
た

意
見
を
速
や
か
に
公
開
し
、

中
医
協
に
き
ち
ん
と
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

�

（
関
連
３
面
）

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
は
会
員
を

優
先
す
る
立
場
か
ら
、
午
前

の
部
は
会
員
（「
引
換
ハ
ガ

キ
」
持
参
者
１
人
）
に
限
定

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
午
後
の

部
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来

通
り
で
す
。

　

す
で
に
お
知
ら
せ
の
通

り
、
未
入
会
者
の
説
明
会
・

講
習
会
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
会
員
院
所
に

勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
に

の
み
、
従
来
通
り
有
料
（
１

万
円
）
で
参
加
で
き
ま
す
。

協
会
は
個
人
会
員
制
の
組
織

で
す
の
で
、
会
員
院
長
代
理

現場に合わない“管理”おしつけ
技術進歩反映した基礎点数改善が急務

小澤力政策部長が談話

　

毎
回
新
点
数
中
央
説
明
会

に
は
定
員
を
大
幅
に
超
え
る

参
加
者
が
訪
れ
、
主
会
場
に

入
り
き
れ
な
い
会
員
に
は
大

会
員
優
先
の
立
場
か
ら

午
前
は
入
場
資
格
を
限
定

組織部から

【
日
時
】
３
月
23
日（
日
）　

※
午
前
・
午
後
と
も
内
容
は
同
じ
で
す

　
　
　
　
午
前
の
部　

10
時
1５
分
～
12
時
30
分《
会
員
限
定
》

　
　
　
　
午
後
の
部　

13
時
1５
分
～
1５
時
30
分《
ス
タ
ッ
フ
参
加
可
》

【
会
場
】
御
堂
会
館（
南
御
堂
）大
ホ
ー
ル

【
案
内
】
会
員
の
先
生
に
は
３
月
に「
引
換
ハ
ガ
キ
」で
ご
案
内
致
し
ま
す

【
講
師
】
協
会
社
保
研
究
部
・
同
政
策
部
講
師
団

【
会
費
】
会
員
無
料（
資
料
１
冊
は「
引
換
ハ
ガ
キ
」と
交
換
）

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
社
会
保
険
事
務
局
・
各
種
名
簿
な
ど
に
よ
り
情
報
を
取
得
致
し
ま
し
た
。
当
会
が
取
得
し
て
い
る
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
①
ご

入
会
の
ご
案
内
②
当
会
の
新
聞
の
配
布
③
講
習
会
な
ど
の
ご
案
内
④
各
種
共
済
制
度
の
ご
案
内―

―

に
利
用
し
、
こ
れ
ら
以
外
で
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、

「
今
後
の
郵
送
を
断
わ
る
」
な
ど
の
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
協
会
事
務
局
（
TEL�

06
︱
６
５
６
８
︱
７
７
３
１
）・
組
織
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号
今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

申
告
・
税
務
・
雇
用
相
談
な

ど
も
随
時
行
い
、
日
常
の
世

話
役
活
動
に
も
旺
盛
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

先
生
方
の
お
知
り
合
い
で

ま
だ
協
会
に
入
会
さ
れ
て
い

な
い
開
業
医
・
勤
務
医
の
先

生
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
新

点
数
説
明
会
が
旺
盛
に
開
催

さ
れ
る
こ
の
時
期
に
、
ぜ
ひ

入
会
を
お
勧
め
下
さ
い
。

　

協
会
は
、
患
者
が
歯
科
医

院
に
受
診
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
医
院
経
営
の
窮
状
打

開
に
向
け
、
保
険
医
と
国
民

の
立
場
に
立
っ
て
今
後
も
運

動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
れ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
す
の
で
、
引
き
続
き
中
医

協
に
働
き
掛
け
て
い
ま
す
。

を
国
民
に
知
ら
せ
、
世
論
を

つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
患
者

負
担
の
軽
減
と
診
療
報
酬
引

き
上
げ
を
求
め
て
、
政
府
や

国
会
議
員
へ
旺
盛
に
働
き
掛

け
、
与
党
議
員
に
も
「
こ
れ

以
上
の
診
療
報
酬
引
き
下
げ

は
で
き
な
い
」
と
の
意
思
を

示
さ
せ
る
状
況
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

歯
科
診
療
報
酬
の
本
体
改

定
率
は
プ
ラ
ス
０
・
42
％

（
平
均
は
０
・
38
％
）
と
な

り
ま
し
た
が
、
全
体
で
は
４

回
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。

今
後
中
身
の
議
論
で
包
括
に

よ
る
算
定
制
限
な
ど
が
危
惧

し
、
安
全
・
安
心
が
大
き
く

揺
ら
ぎ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

弱
者
へ
の
負
担
の
押
し
付
け

は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
貧
困
と

格
差
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。

「
歯
科
医
師
の
５
人
に
１
人

が
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
と
マ

ス
コ
ミ
が
報
じ
る
ほ
ど
、
経

営
状
況
は
厳
し
い
も
の
と
な

　

「
構
造
改
革
」
を
推
し
進

め
た
結
果
、
偽
装
が
横
行

　

協
会
は
こ
の
間
、「
よ
り

よ
く
食
べ
る
は
よ
り
よ
く
生

き
る
」
と
歯
・
口
腔
の
大
切

さ
を
広
く
啓
発
す
る
と
同
時

に
、
歯
科
医
院
経
営
の
窮
状

　

会
員
に
は
、
診
療
報
酬
改

定
で
は
本
紙
や
『
全
国
保
険

医
新
聞
』
で
最
新
情
報
を
発

信
し
、
新
点
数
説
明
会
を
通

じ
て
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
『
改
定
の
要
点
と
解

説
』『
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
』
な
ど
の
書
籍
も
発
行
し

て
い
き
ま
す
。

　

協
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
臨

床
講
習
会
を
旺
盛
に
開
き
、

説
明
会
や
今
後
の
新
聞
・

書
籍
で
診
療
報
酬
を
解
説

国
民
や
国
会
議
員
に
歯
科

の
窮
状
訴
え
世
論
つ
く
る

日
常
活
動
と
、保
険
医
の
立
場
で
行
政
に
働
き
掛
け
る
協
会

御堂会館（南御堂）案内図

　

４
月
実
施
の
診
療
報
酬
改

定
内
容
は
、
本
紙
及
び
『
全

国
保
険
医
新
聞
』
で
最
新
情

報
を
お
知
ら
せ
し
、『
改
定

の
要
点
と
解
説
』（
３
月
中

旬
）、『
歯
科
点
数
早
見
表
』

（
３
月
末
）、『
歯
科
保
険
診

療
の
研
究
』（
４
月
末
）
を

順
次
お
届
け
予
定
。

中
央
説
明
会

23
3

る
。

　

大
阪
で
は
、
年
10
万
１
４

４
９
円
と
全
国
で
３
番
目
に

高
額
な
保
険
料
と
な
っ
て
お

り
、
も
し
保
険
料
を
１
年
間

滞
納
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
発

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
70
～
74
歳
の
医
療
費
窓

口
負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に

引
き
上
げ
、
現
在
75
歳
以
上

の
扶
養
家
族
で
あ
る
方
か
ら

新
た
な
保
険
料
を
徴
収
す

行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
資
格

証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
１
年

半
滞
納
で
給
付
差
し
止
め
と

な
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
自
身
が
病

院
を
選
べ
な
い
、
受
け
る
医

療
の
回
数
の
制
限
な
ど
、
差

別
的
な
医
療
と
な
る
。
深
刻

な
受
診
抑
制
で
の
病
状
悪
化

や
、
手
遅
れ
に
な
る
危
険
性

も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
ん

で
も
な
い
制
度
は
、
た
だ
ち

に
中
止
・
撤
回
す
べ
で
あ

る
。

　

今
号
に
概
要
や
問
題
点
を

指
摘
し
た
チ
ラ
シ
署
名
を
同

封
し
て
い
ま
す
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
中
止
・
撤
回

を
求
め
る
署
名
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

り
ま
し
た
。

未
入
会
開
業
医
・
勤
務
医
の
先
生
に

協
会
へ
の
入
会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い

診療報酬改定

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

中
止
・
撤
回
署
名
に
ご
協
力
を

08
診
療
報
酬
改
定

現
時
点
の
骨
子
５・６面

寺嶋　洋幸
（組織部副部長）

　

協
会
は
、
今
後
の
医
療
を
め
ぐ
る
動
き
を
含
め
て
診
療
報

酬
08
改
定
・
新
点
数
中
央
説
明
会
を
３
月
23
日
、
御
堂
会
館

（
中
央
区
）
で
開
く
。
３
月
29
日
か
ら
は
、
府
下
各
地
で
地

区
の
新
点
数
説
明
会
を
順
次
開
催
す
る
。

に
決
定

／


